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東
北
の
河
原
町
の
特
色
　
一
般
に
、
日
本
の
マ
チ
場
は
河
原
や
坂
に
位
置
す
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
東
北
の
さ
ま
ざ
ま
な
城
下
町
の
河
原
に
位
置
す
る
町
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
日
本
の
川
は
、
勾
配
が
急
な
た
め
、
ま
た
局
地
的
な
降
水
の
た
め
、
広
い
河
原
が
存
在
す
る
。
近
世
の
都
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
河
川
改
修
す
る
こ
と
で
、
城
下
町
を
建
設
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
う
し
た
河
原
町
に
は
、
次
の
三
つ
の
歴
史
展
開
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
　
①
下
級
武
士
の
住
宅
地
と
し
て
の
歴
史
を
た
ど
っ
た
も
の
。
現
在
も
住
宅
地
。
　
②
城
下
町
の
武
士
の
町
と
町
人
の
町
の
境
界
の
川
に
そ
っ
た
所
に
あ
り
、
現
在
も
盛
　
　
り
場
に
な
っ
て
い
る
。
③
城
下
町
か
ら
出
た
街
道
が
、
城
下
町
の
端
の
川
を
渡
頭
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
展
　
　
開
し
た
も
の
。
現
在
で
も
、
職
人
町
・
在
郷
商
人
町
と
な
っ
て
い
る
。
　
弘
前
、
盛
岡
、
会
津
若
松
、
仙
台
な
ど
、
あ
る
程
度
以
上
の
規
模
の
城
下
町
で
は
、
こ
う
し
た
、
町
外
れ
の
河
原
の
町
が
存
在
し
て
い
た
。
　
な
か
で
も
、
仙
台
の
河
原
町
周
辺
は
、
飢
饅
の
と
き
の
餓
死
者
を
処
理
し
、
供
養
す
る
場
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
差
別
の
人
々
、
流
浪
芸
人
・
障
害
者
が
集
ま
っ
て
い
た
。
河
原
で
あ
る
限
り
、
差
別
さ
れ
た
「
河
原
者
」
と
関
わ
る
歴
史
が
あ
る
。
仙
台
で
は
、
そ
の
差
別
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
記
述
し
て
い
る
資
料
が
あ
る
こ
と
に
問
題
を
感
じ
る
。
一
方
で
、
仙
台
で
は
そ
う
し
た
差
別
の
歴
史
を
隠
し
た
り
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
存
在
も
、
地
域
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
姿
勢
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
差
別
の
現
実
が
眼
前
に
あ
り
、
か
つ
そ
う
し
た
差
別
記
述
を
隠
そ
う
と
す
る
西
日
本
の
伝
承
の
状
況
と
異
な
っ
て
い
る
。
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は
じ
め
に
　
マ
チ
の
で
き
る
場
と
し
て
、
網
野
善
彦
は
、
村
と
村
と
の
境
界
で
あ
る
、
橋
・
坂
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
道
・
辻
・
河
原
を
あ
げ
て
い
る
。
河
原
の
町
と
し
て
は
、
日
本
の
都
市
の
代
表
、
京
都
の
盛
り
場
、
河
原
町
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
京
都
以
外
に
も
彦
根
・
篠
山
・
松
山
・
龍
野
な
ど
に
河
原
町
・
川
原
町
が
、
マ
チ
的
性
格
を
有
す
る
場
、
盛
り
場
な
ど
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
網
野
の
視
点
に
導
か
れ
た
私
は
、
全
国
の
河
原
町
・
川
原
町
と
称
す
る
地
名
が
、
都
市
の
盛
り
場
に
な
っ
て
い
る
例
を
指
摘
し
な
が
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
河
原
か
ら
み
た
都
市
の
民
俗
論
を
試
み
、
『
河
原
町
の
民
俗
地
理
論
』
を
示
し
た
。
し
か
し
、
地
域
ご
と
の
河
原
に
対
す
る
感
覚
の
違
い
や
、
各
都
市
に
お
け
る
河
原
町
の
様
々
な
あ
り
方
に
つ
い
て
、
十
分
な
実
態
調
査
を
ふ
ま
え
た
記
述
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
本
論
は
そ
の
実
態
報
告
の
補
足
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
は
、
マ
チ
と
は
商
品
・
情
報
収
集
の
結
節
点
と
し
て
の
集
落
を
意
味
し
て
い
る
。
マ
チ
は
村
落
社
会
の
境
界
部
に
存
在
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
近
世
的
展
開
と
し
て
は
、
マ
チ
的
場
は
、
近
世
城
下
町
内
部
に
、
町
割
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
え
る
。
河
原
の
マ
チ
的
場
は
河
原
町
・
川
原
町
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
か
わ
そ
え
川
反
・
新
地
・
材
木
町
・
丸
の
内
・
浜
町
な
ど
、
か
な
ら
ず
し
も
、
河
原
・
川
原
に
こ
だ
わ
ら
な
い
地
名
を
と
る
場
合
も
あ
る
。
今
回
は
各
都
市
の
実
態
に
も
と
づ
き
、
川
原
の
町
と
判
別
で
き
た
そ
の
す
べ
て
を
対
象
に
い
れ
た
。
こ
う
し
た
、
河
原
の
立
地
と
関
わ
っ
た
町
を
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
と
く
に
本
論
は
、
仙
台
の
河
原
町
を
主
材
料
に
、
河
原
に
対
す
る
位
置
づ
け
が
、
東
北
の
各
都
市
の
場
合
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
、
実
地
踏
査
の
成
果
に
基
づ
い
て
考
察
し
た
い
。
な
か
で
も
、
差
別
問
題
に
関
す
る
感
覚
は
、
関
西
に
住
む
私
と
は
異
な
る
感
覚
を
、
東
北
の
諸
都
市
の
伝
承
は
有
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
点
に
も
、
民
俗
学
的
視
点
か
ら
言
及
し
た
い
と
思
う
。
従
っ
て
、
地
名
の
記
述
や
、
歴
史
的
資
料
用
語
・
伝
承
の
な
か
に
若
干
の
差
別
タ
ー
ム
が
認
め
ら
れ
る
が
、
注
意
深
く
配
慮
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
生
の
資
料
の
ま
ま
論
述
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
論
の
研
究
引
用
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
認
識
を
前
提
と
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
　
本
論
で
は
、
最
初
に
、
三
つ
の
タ
イ
プ
に
わ
け
て
、
河
原
の
町
を
概
説
し
た
い
。
次
に
、
仙
台
や
盛
岡
・
会
津
若
松
の
よ
う
な
、
あ
る
程
度
の
広
域
流
通
を
前
提
と
し
た
近
世
都
市
の
場
合
に
お
け
る
、
そ
の
内
部
に
あ
る
河
原
の
町
の
位
置
づ
け
を
比
較
検
討
す
る
。
最
後
に
、
近
世
都
市
仙
台
に
お
け
る
河
原
町
の
位
置
づ
け
と
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
現
代
の
伝
承
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
一　
東
北
の
河
原
の
町
日
　
単
な
る
住
宅
地
化
し
た
河
原
の
町
　
青
森
県
弘
前
市
の
岩
木
橋
の
た
も
と
の
川
原
町
は
、
一
六
八
二
年
（
天
和
二
）
、
岩
木
川
の
分
流
の
樋
ノ
ロ
川
を
堀
替
え
た
と
き
に
で
き
た
。
御
手
廻
与
力
・
御
徒
目
付
・
足
軽
目
付
な
ど
の
住
居
が
あ
る
。
川
原
町
は
、
駒
越
、
岩
木
橋
を
は
さ
ん
だ
対
岸
、
岩
木
川
沿
の
木
場
、
流
し
木
の
貯
木
場
の
近
く
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
河
川
改
修
に
よ
る
町
端
の
新
武
家
町
で
あ
っ
た
が
、
町
民
が
住
み
だ
す
と
、
川
原
町
の
町
民
に
は
、
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こ
の
木
場
を
利
用
し
て
薪
割
を
業
と
す
る
者
も
あ
ら
わ
れ
た
。
明
治
初
頭
に
は
酒
造
・
商
店
な
ど
が
で
き
、
商
工
住
雑
居
の
状
態
と
な
っ
た
。
　
秋
田
県
角
館
町
で
も
、
檜
木
内
川
に
堤
防
を
築
い
て
、
町
の
北
東
隅
の
川
沿
い
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ち
足
軽
の
住
宅
を
作
り
歩
行
町
と
し
た
。
明
暦
年
間
（
一
六
五
五
～
五
八
）
に
、
歩
行
町
の
一
部
に
直
系
の
家
臣
十
五
軒
を
居
住
さ
せ
、
武
家
屋
敷
的
な
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
「
川
原
町
復
古
会
」
が
、
盆
の
灯
籠
流
し
な
ど
、
町
並
み
景
観
を
生
か
す
活
動
を
し
て
い
る
。
　
秋
田
県
大
館
市
で
は
、
川
原
町
は
長
木
川
沿
い
の
落
ち
つ
い
た
町
で
あ
る
。
一
六
七
五
年
（延
宝
三
）
の
大
火
で
、
あ
ら
（
荒
）
町
・
馬
町
に
い
た
百
姓
が
い
た
が
、
川
原
町
・
下
町
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
大
火
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
町
端
を
商
業
地
に
開
発
す
る
に
あ
た
り
、
河
原
の
荒
れ
地
に
百
姓
の
町
住
ま
い
を
建
設
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
七
〇
四
年
（
元
禄
三
）
『
大
館
城
下
絵
図
』
に
は
、
下
タ
町
人
町
と
あ
り
、
武
家
町
と
町
人
町
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
『
慶
長
以
来
歳
代
記
』
（
『
大
館
地
方
資
料
文
書
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
一
七
三
一
年
（
享
保
一
六
）
年
、
御
蔵
を
川
原
町
に
建
て
て
い
る
が
、
現
状
は
住
宅
地
で
あ
る
。
　
岩
手
県
盛
岡
市
で
は
、
城
の
西
南
を
中
津
川
が
走
っ
て
い
る
。
川
を
隔
て
て
城
の
川
向
か
い
に
、
川
原
小
路
を
足
軽
居
住
地
と
し
て
築
い
て
い
る
。
城
下
町
の
中
心
で
は
な
く
、
端
町
的
な
位
置
づ
け
で
あ
る
。
　
岩
手
県
水
沢
市
川
原
小
路
は
、
市
街
地
の
端
、
乙
女
川
左
岸
に
あ
る
。
足
軽
長
屋
が
あ
っ
た
所
で
、
現
在
は
落
ち
つ
い
た
住
宅
地
で
あ
る
。
水
沢
町
の
盆
の
送
り
火
を
し
た
所
で
あ
る
。
現
在
で
は
乙
女
観
音
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
水
際
景
観
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
隣
の
立
町
は
街
道
が
曲
が
っ
て
町
に
入
る
入
口
に
あ
た
り
、
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
り
在
郷
町
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
立
町
と
川
原
町
と
は
関
係
な
い
。
　
以
上
か
ら
、
こ
う
し
た
単
な
る
住
宅
地
化
し
た
河
原
の
町
は
、
城
下
端
の
河
原
に
足
軽
屋
敷
の
新
設
を
す
る
な
か
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
近
代
に
入
っ
て
も
特
別
な
展
開
が
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
⇔
　
町
の
中
心
街
と
な
っ
た
河
原
の
町
①
　
五
所
川
原
　
五
所
川
原
は
、
地
名
の
ご
と
く
河
原
に
お
こ
っ
た
町
で
あ
る
。
五
所
川
原
の
い
わ
れ
は
、
二
つ
あ
る
。
一
六
六
五
年
（
寛
文
五
）
に
岩
木
川
の
河
原
に
八
幡
宮
が
勧
請
さ
れ
、
そ
の
五
ヶ
所
の
河
原
と
い
う
説
と
、
長
慶
天
皇
（
南
朝
三
代
）
を
祀
っ
た
と
い
わ
れ
る
上
皇
堂
が
、
何
度
も
同
じ
河
原
に
流
れ
つ
い
た
。
そ
れ
を
祀
っ
た
の
で
「
御
所
河
原
」
と
い
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
付
近
の
農
民
の
、
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ま
ち
収
穫
後
に
集
ま
る
市
町
で
あ
っ
た
。
　
近
世
初
期
、
岩
木
川
の
改
修
に
よ
る
新
田
開
発
が
、
藩
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
。
こ
の
頃
は
、
む
し
ろ
飯
詰
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
田
の
拡
大
と
と
も
に
、
こ
の
御
所
を
祀
っ
た
八
幡
の
河
原
に
マ
チ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
一
六
七
二
年
（
寛
文
二
一
）
に
は
、
造
酒
屋
・
質
屋
・
木
綿
・
絞
油
・
細
物
・
荒
物
・
魚
売
・
染
屋
・
桶
屋
・
小
売
酒
・
麹
屋
・
豆
腐
・
味
噌
・
醤
油
・
大
工
・
鍛
冶
・
木
挽
・
干
魚
・
飴
・
髪
付
、
穀
物
、
煮
売
茶
屋
な
ど
が
七
〇
軒
ほ
ど
で
き
た
。
一
六
八
一
年
（
天
和
一
）
に
、
代
官
所
が
川
端
に
で
き
「
瓦
蔵
」
も
で
き
た
。
一
七
八
六
年
（
天
明
六
）
新
田
地
方
の
二
歳
駒
改
場
が
五
所
川
原
に
設
け
ら
れ
、
五
所
川
原
・
尻
無
・
赤
堀
に
渡
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
場
、
十
川
に
永
代
橋
が
で
き
て
繁
栄
す
る
。
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一
九
一
七
年
、
陸
奥
鉄
道
の
開
通
と
岩
木
川
改
修
工
事
で
外
来
者
が
多
く
入
り
こ
み
、
一
気
に
近
代
都
市
と
な
っ
た
。
海
岸
部
の
青
森
県
木
造
町
な
ど
、
北
前
船
以
来
の
港
町
に
集
ま
っ
て
い
た
色
街
の
需
要
を
、
岩
木
川
の
堤
防
上
の
市
内
錦
町
に
留
め
た
。
「
万
寿
幸
」
「
初
音
」
「
あ
け
ぼ
の
」
な
ど
十
軒
が
あ
っ
た
。
錦
町
は
か
つ
て
の
、
川
袋
遊
水
地
の
保
安
林
「
毛
内
林
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
川
袋
が
、
今
日
で
は
市
役
所
・
競
馬
場
・
相
撲
場
な
ど
の
公
共
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
四
六
年
に
大
火
が
あ
り
、
一
九
五
八
年
の
売
春
防
止
法
施
行
以
降
、
錦
町
は
さ
び
れ
、
変
わ
っ
て
川
端
町
の
「
親
不
孝
通
」
に
盛
り
場
が
戻
っ
た
。
　
ま
た
乾
橋
を
渡
っ
た
対
岸
の
寺
町
は
米
の
集
散
地
で
あ
り
米
蔵
が
あ
っ
て
、
船
場
通
と
よ
ば
れ
た
。
明
治
初
期
に
は
三
十
四
の
米
問
屋
が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
三
善
は
ロ
シ
ア
に
米
を
輸
出
し
て
い
た
が
、
昭
和
初
期
の
農
村
恐
慌
で
、
米
問
屋
は
将
棋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
倒
し
と
な
り
、
第
二
次
大
戦
中
の
統
制
経
済
で
壊
滅
し
た
。
　
要
す
る
に
、
御
所
の
河
原
が
馬
を
は
じ
め
と
し
た
物
資
の
集
散
の
マ
チ
と
な
り
、
そ
こ
に
行
政
機
能
が
付
加
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
近
代
に
入
っ
て
河
川
改
修
の
公
共
投
資
が
入
り
、
遊
び
の
風
が
う
ま
れ
た
。
そ
の
遊
興
施
設
を
、
か
つ
て
の
遊
水
地
内
の
堤
防
上
に
建
設
し
た
の
が
近
代
五
所
川
原
の
繁
栄
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
近
世
の
地
域
経
済
開
発
の
な
か
で
で
き
た
河
原
の
町
が
、
近
代
都
市
に
そ
の
ま
ま
発
展
し
て
い
っ
た
姿
で
あ
っ
た
。
②
秋
田
　
佐
竹
氏
の
近
世
久
保
田
城
下
町
は
、
旭
川
を
境
に
、
東
に
内
町
（
武
家
町
）
、
西
に
と
ま
ち
外
町
（
商
人
町
）
、
そ
の
西
に
四
〇
ヶ
寺
の
寺
町
と
し
た
。
秋
田
竿
灯
は
、
宝
暦
頃
（
一
七
五
一
～
六
四
年
）
か
ら
は
じ
ま
っ
た
が
、
古
く
は
外
町
か
ら
の
み
出
し
た
。
N
　
↑
城
町
）
内
武
　
　
（
ハ　
レ
外町
（商）
寺町農村
1
ー
旭
ケ
ガ
レ 川
キ
　
ョ
　
メ
　農
　
　
　
　
ケ
（
図1　秋田城下町の概念図
　
民
俗
学
的
タ
ー
ム
で
地
域
区
分
す
れ
ば
、
〔
図
1
〕
の
よ
う
な
、
「
意
識
の
配
置
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
説
明
で
き
よ
う
。
　
　
　
　
か
わ
そ
え
　
さ
て
、
川
反
と
よ
ば
れ
る
河
原
の
町
は
、
内
町
と
外
町
の
境
界
の
旭
川
に
そ
っ
た
内
町
と
し
て
発
展
し
た
。
先
の
図
で
い
え
ば
、
ケ
ガ
レ
と
ハ
レ
の
境
界
に
あ
た
る
。
雄
物
川
水
運
の
米
蔵
・
薪
炭
蔵
が
あ
っ
た
。
す
で
に
『
梅
津
政
景
日
記
』
（
一
六
六
三
年
〔寛
文
二
〕
）
に
、
旭
川
上
流
の
北
か
ら
、
川
反
一
～
五
丁
目
及
び
船
大
工
町
と
（6
）
あ
る
。
比
較
的
早
い
時
期
の
城
下
町
建
設
で
整
備
さ
れ
た
旭
川
土
手
の
活
用
地
で
あ
っ
た
。
　
明
治
に
な
っ
て
、
一
～
二
丁
目
に
、
遊
廓
・
芸
者
屋
・
料
理
店
が
集
ま
る
。
し
か
し
、
一
八
八
六
年
、
「
俵
屋
火
事
」
に
よ
っ
て
外
町
一
帯
が
焼
け
た
。
こ
の
結
果
、
遊
248
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廓
は
南
鉄
砲
町
へ
移
転
し
、
芸
者
屋
・
料
理
屋
は
川
反
四
丁
目
に
移
る
。
一
九
〇
〇
年
過
ぎ
、
川
反
は
芸
者
置
屋
三
〇
余
を
数
え
る
繁
華
街
と
な
る
。
し
だ
れ
柳
に
川
反
芸
者
、
イ
チ
ョ
ウ
返
し
の
お
姉
さ
ん
が
歩
く
街
で
あ
っ
た
。
昭
和
に
入
り
、
カ
フ
ェ
ー
が
で
き
て
大
衆
の
盛
り
場
と
な
る
。
現
在
、
七
百
の
飲
食
店
が
ネ
オ
ン
街
を
形
成
し
て
い
る
。
　
川
反
一
丁
目
は
、
火
伏
の
星
辻
神
社
（
虚
空
蔵
）
を
祀
り
、
だ
る
ま
祭
で
知
ら
れ
る
。
二
丁
目
は
、
か
つ
て
は
佐
竹
氏
に
従
っ
て
常
陸
か
ら
来
た
染
屋
が
中
心
で
、
常
陸
か
ら
勧
請
し
た
稲
荷
神
社
を
祀
る
。
三
丁
目
は
火
除
け
の
秋
葉
神
社
を
ま
つ
る
。
二
～
三
丁
目
に
秋
田
魁
新
報
社
が
あ
り
、
那
波
三
郎
右
衛
門
商
店
や
、
那
波
商
店
の
火
除
の
木
や
船
場
が
川
端
の
公
園
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
四
丁
目
に
は
、
浜
の
屋
な
　
ユ
　
　
　
…
ξ
＝
｝
匡
［
、
齢
響
そ
’
彩
　
　
　
戸
ピ
s
、
／
万
，
バ
』
　
、
　
　
　
　
銭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　彫
．
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
曜
司
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地図1　昭和10年秋田市街全図
ど
料
亭
が
多
い
。
五
丁
目
橋
の
た
も
と
は
、
罪
人
の
首
の
さ
ら
し
場
で
あ
っ
た
。
現
代
で
は
五
丁
目
に
近
づ
く
に
従
っ
て
、
ス
ナ
ッ
ク
・
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
の
飲
み
屋
の
雑
居
ビ
ル
が
多
く
な
る
。
雑
居
ビ
ル
の
間
に
、
各
丁
ご
と
の
稲
荷
が
祀
っ
て
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
俵
屋
火
事
以
降
に
花
柳
街
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
現
代
で
は
、
五
丁
目
橋
よ
り
西
は
横
町
の
飲
み
屋
街
に
連
な
る
。
五
丁
目
橋
よ
り
南
の
旧
船
大
工
町
は
、
か
つ
て
は
木
材
屋
や
米
蔵
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
「
ト
ル
コ
大
阪
屋
」
「秋
田
お
ば
こ
」
「
ト
ル
コ
さ
と
み
」
「
ト
ル
コ
新
世
界
」
「
ト
ル
コ
桃
太
郎
」
な
ど
中
小
ソ
ー
プ
ラ
ン
ド
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
な
ど
風
俗
営
業
が
ネ
オ
ン
を
競
う
。
「
ト
ル
コ
風
呂
」
な
る
旧
称
が
残
っ
て
い
る
。
一
部
、
遠
藤
材
木
店
・
佐
藤
材
木
店
・
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
7
）
政
酒
造
倉
庫
な
ど
が
、
ネ
オ
ン
街
の
な
か
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
秋
田
市
河
原
町
に
居
る
「
ラ
ク
」
は
正
月
七
日
に
田
の
神
の
札
を
配
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
家
毎
に
祝
言
の
歌
を
歌
っ
て
歩
い
た
こ
と
が
『
真
澄
遊
覧
記
』
見
え
る
。
し
か
し
、
河
原
町
と
い
う
地
名
は
、
現
在
も
過
去
に
も
秋
田
に
は
み
つ
か
ら
ず
、
該
当
す
る
と
す
れ
ば
川
反
町
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
秋
田
萬
歳
の
発
生
や
芝
居
小
屋
が
あ
る
の
は
、
川
反
で
は
な
く
、
花
立
町
で
あ
る
。
③
横
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
は
ら
ち
ょ
う
　
商
人
町
と
武
家
町
・
城
郭
地
区
と
の
境
界
の
川
沿
に
川
原
町
が
あ
る
。
一
六
六
九
年
（
寛
文
九
）
の
絵
図
に
載
っ
て
お
り
、
横
手
川
沿
い
の
木
流
宿
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
ち
市
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
堤
防
を
築
い
て
、
水
を
城
の
石
垣
側
に
流
し
て
守
ら
れ
た
地
区
で
あ
る
。
旅
館
・
郵
便
局
・
菓
子
屋
・
図
書
館
・
銀
行
な
ど
の
あ
る
大
町
の
南
側
の
裏
町
に
あ
た
る
。
大
町
か
ら
四
日
市
に
か
け
て
は
、
三
ヶ
所
に
稲
荷
が
祀
っ
て
あ
る
。
四
日
市
か
ら
先
は
、
遊
廓
の
あ
っ
た
博
労
町
に
続
く
。
こ
う
し
た
商
人
町
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と
武
家
町
は
、
川
原
町
の
先
の
蛇
ノ
崎
橋
で
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
の
商
人
町
側
の
た
も
と
に
市
役
所
が
あ
っ
た
。
　
盆
送
り
の
ヤ
カ
タ
（
船
）
は
、
各
町
内
ご
と
に
大
き
な
も
の
を
作
っ
て
、
八
月
十
六
日
に
、
蛇
ノ
崎
橋
で
ぶ
つ
け
合
い
を
し
て
流
す
。
商
人
町
と
武
家
町
の
境
界
の
川
に
架
か
る
蛇
ノ
崎
橋
は
、
商
人
町
と
武
家
町
を
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、
盆
の
魂
を
送
る
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
境
界
の
橋
の
た
も
と
に
川
原
町
は
あ
る
。
N
↑
博労町（遊廓）
川
ノ崎橋
〒f＝稲荷
図＝図書館
◎＝市役所
文＝学校跡
　
　
　
　」
］
　　文
図2　秋田県横手市中心街概略図
④
　
大
曲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
雄
物
川
に
丸
子
川
が
そ
そ
ぐ
、
そ
そ
ぎ
口
右
岸
に
、
富
樫
勝
家
が
、
一
五
〇
八
年
（永
正
五
）
よ
り
数
十
年
住
ん
だ
孔
雀
城
が
あ
る
。
富
樫
は
角
館
の
豪
商
戸
沢
氏
の
家
臣
と
し
て
、
仙
北
湊
の
管
理
を
し
て
い
た
。
　
近
世
に
入
っ
て
、
秋
田
県
中
部
、
仙
北
地
方
の
米
は
、
雄
物
川
船
運
を
使
っ
て
河
口
の
土
崎
の
藩
の
蔵
に
運
ば
れ
、
北
前
船
で
全
国
市
場
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
雄
物
米
・
由
利
米
は
角
間
川
港
の
商
人
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
。
角
間
川
は
小
舟
と
下
流
を
い
く
中
型
船
と
の
交
換
地
点
で
あ
り
、
六
人
衆
の
差
配
す
る
町
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
仙
北
米
・
平
鹿
米
は
藤
木
大
保
港
・
大
曲
港
の
小
商
人
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
。
大
曲
は
、
羽
州
街
道
の
宿
場
で
あ
り
な
が
ら
、
地
方
の
浜
で
も
あ
っ
た
。
浜
は
丸
子
川
左
岸
に
浜
蔵
が
あ
っ
た
。
（
地
図
中
、
↑
）
秋
に
米
を
集
め
て
、
浜
蔵
に
い
れ
、
旧
二
月
に
は
い
っ
て
川
下
げ
を
し
て
、
河
口
の
土
崎
ま
で
出
し
て
北
前
船
の
流
通
に
の
せ
た
。
浜
蔵
の
後
背
は
、
少
し
高
く
な
っ
た
所
に
大
町
の
市
が
あ
っ
た
。
大
曲
の
市
は
、
一
、
四
、
七
、
一
二
、
～
四
、
一
七
、
二
一
、
二
四
、
二
七
の
九
斉
市
で
あ
っ
た
。
雄
物
川
の
陸
上
地
と
し
て
、
土
崎
・
秋
田
・
富
山
・
金
沢
・
大
阪
方
面
か
ら
買
い
集
め
た
品
（
衣
類
・
塩
乾
物
・
陶
器
・
砂
糖
）
を
、
商
人
が
並
べ
た
。
ま
た
、
周
辺
の
農
家
は
、
木
炭
・
山
菜
・
野
菜
・
蔓
製
品
（
カ
ゴ
・
ザ
ル
）
・
権
・
ト
ウ
ミ
な
ど
を
出
し
た
。
ま
た
、
か
ん
酒
・
屋
台
そ
ば
・
駄
菓
子
・
玩
具
売
り
な
ど
も
出
た
。
そ
う
し
た
出
店
の
な
か
に
は
、
竹
籠
屋
な
ど
と
し
て
、
居
つ
い
た
人
も
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
さ
　
ば
　
や
　
一
八
五
五
年
（
安
政
二
）
に
は
、
宿
屋
（
船
宿
も
含
む
）
九
・
五
十
集
屋
（
船
頭
上
が
り
の
海
産
物
商
）
七
、
船
大
工
三
、
酒
造
十
一
、
木
綿
屋
十
八
、
醤
油
屋
六
、
東北の河原町の特色
／
、
酬
嚢
〃
参：聡1享撫sご膨繊x
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ト
”
、
“
鯵
ロ
ウ
ソ
ク
油
屋
十
五
、
茶
屋
十
四
な
ど
と
な
り
、
船
で
上
が
っ
て
き
た
品
物
を
扱
い
、
周
辺
農
家
の
生
産
す
る
米
・
木
綿
・
ロ
ウ
・
茶
な
ど
を
加
工
し
て
さ
ば
く
町
で
あ
っ
た
。　
飲
み
屋
と
し
て
の
茶
屋
（
場
合
に
よ
っ
て
は
売
春
機
能
も
併
設
し
た
で
あ
ろ
う
）
は
、
二
八
屋
（
浜
町
）
・
飯
田
屋
（
上
大
町
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
浜
町
に
は
駅
馬
が
あ
っ
た
。
一
八
七
七
年
、
飯
田
屋
が
、
大
曲
の
対
岸
、
湿
地
帯
に
で
き
た
紅
灯
街
の
八
幡
丁
に
移
動
し
た
。
現
在
、
浜
町
の
対
岸
の
丸
の
内
の
遊
興
地
区
が
、
八
幡
丁
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
地
図
中
、
八
幡
社
前
の
ハ
≡
）
茶
屋
の
経
営
者
は
元
船
頭
で
あ
っ
た
。
船
の
商
談
が
す
む
と
、
船
頭
た
ち
を
引
き
込
み
、
船
頭
に
浪
費
さ
せ
て
、
借
金
を
重
ね
さ
せ
た
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
八
幡
丁
は
料
理
屋
・
芸
者
置
屋
・
割
烹
が
増
え
、
芸
者
四
七
名
、
娼
妓
八
〇
名
で
あ
っ
た
。
現
在
の
丸
の
内
の
飲
み
屋
街
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
　
近
代
に
入
っ
て
、
大
曲
は
積
極
的
に
裁
判
所
や
農
事
試
験
場
・
農
学
校
を
誘
致
し
た
。
鉄
道
建
設
で
も
、
人
夫
や
土
地
を
無
償
提
供
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
船
運
の
み
に
頼
っ
て
い
た
角
間
川
は
「
む
し
ろ
旗
」
で
反
対
し
た
た
め
、
大
曲
だ
け
が
発
展
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
⑤
江
刺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
お
り
つ
ぎ
　
一
五
九
〇
年
（
天
正
一
八
）
頃
、
伊
達
家
重
臣
の
桑
折
が
町
立
の
と
き
に
人
首
川
の
河
川
改
修
を
し
て
い
る
。
人
首
川
の
谷
口
か
ら
一
部
を
六
日
町
方
面
の
生
活
用
水
に
引
き
、
残
り
を
農
業
用
水
に
し
た
。
そ
し
て
、
本
流
は
町
の
東
へ
流
し
た
。
そ
の
川
沿
い
の
元
の
川
原
が
川
原
町
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
江
戸
時
代
に
は
洪
水
が
多
か
っ
た
。
　
そ
の
川
原
町
が
新
た
な
岩
谷
堂
城
下
の
町
の
中
心
と
な
っ
た
。
そ
の
ま
わ
り
に
六
日
町
・
一
日
町
が
あ
る
。
江
戸
期
の
『
岩
谷
堂
町
諸
商
人
細
見
』
に
よ
れ
ば
、
太
物
古
手
店
（太
田
屋
・
菊
地
屋
・
佐
藤
屋
）
、
薬
種
店
（
出
羽
屋
）
、
鰯
網
綿
卸
店
（
横
井
屋
）
、
万
網
麻
店
（
松
原
屋
）
、
小
間
物
金
物
店
（
近
藤
屋
）
、
萬
小
間
物
店
（
佐
藤
屋
）
な
ど
が
川
原
町
に
あ
っ
た
。
　
岩
谷
堂
の
町
の
川
原
町
は
、
二
丁
目
が
商
店
街
で
、
太
田
家
の
跡
が
肥
料
屋
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
北
の
外
れ
、
横
町
と
の
接
点
に
札
場
が
あ
る
。
地
元
で
は
フ
ナ
バ
と
発
音
し
て
お
り
、
こ
こ
に
船
着
場
が
あ
っ
た
と
い
う
俗
説
が
あ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
一
丁
目
は
瑠
璃
山
末
岩
寺
が
あ
り
、
餓
死
供
養
塔
が
あ
る
。
川
原
町
は
そ
の
門
前
で
あ
っ
た
が
、
市
が
た
っ
た
と
い
う
資
料
は
な
い
。
た
だ
、
近
郊
農
家
の
商
品
作
物
、
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煙
草
の
集
散
場
で
あ
る
ら
し
く
、
煙
草
組
合
の
事
業
所
が
現
在
も
あ
る
。
　
岩
谷
堂
の
場
合
、
北
上
川
沿
い
に
外
港
と
し
て
の
下
川
原
港
が
栄
え
て
お
り
、
そ
の
外
港
と
短
い
街
道
で
結
べ
ば
よ
か
っ
た
の
で
、
こ
の
町
に
船
運
は
な
い
。
　
東
北
の
場
合
、
城
下
町
建
設
に
お
い
て
、
内
町
（
武
家
町
）
と
外
町
（
商
人
町
）
を
川
で
へ
だ
て
た
双
子
町
に
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
川
は
、
城
の
外
堀
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
境
界
部
分
、
城
下
町
建
設
に
お
い
て
河
川
改
修
し
た
川
端
の
旧
氾
濫
原
に
堤
防
を
築
き
、
そ
の
堤
防
の
内
側
に
盛
り
場
が
出
来
て
い
る
。
内
町
と
外
町
の
境
界
の
川
原
に
築
か
れ
た
堤
防
上
に
盛
り
場
と
な
っ
た
河
原
町
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
秋
田
だ
け
で
は
な
く
、
岩
谷
堂
・
横
手
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
っ
た
。　
一
方
、
五
所
川
原
は
近
世
近
代
の
開
拓
・
河
川
改
修
に
よ
る
地
域
集
散
セ
ン
タ
ー
、
町
全
体
が
河
原
の
町
で
あ
る
。
津
軽
の
近
世
開
拓
・
近
代
開
発
に
よ
る
生
産
発
展
の
な
か
で
、
必
然
的
に
建
設
さ
れ
た
河
原
の
町
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
中
心
街
・
盛
り
場
も
、
旧
氾
濫
原
や
旧
堤
防
が
利
用
さ
れ
た
。
一
方
、
大
曲
は
河
港
集
落
が
鉄
道
に
よ
っ
て
展
開
し
た
場
合
で
あ
り
、
近
世
の
浜
と
そ
の
後
背
の
市
に
対
し
て
、
対
岸
の
湿
地
に
遊
興
地
区
が
新
ら
た
に
で
き
た
が
、
そ
の
側
に
鉄
道
が
で
き
て
、
結
果
的
に
丸
子
川
を
挟
ん
だ
双
子
町
と
な
り
、
橋
の
た
も
と
に
、
近
代
の
遊
興
地
区
が
で
き
た
。
日
町
の
入
口
で
商
業
地
に
な
っ
た
カ
ワ
ラ
町
①
弘
前
の
二
つ
の
カ
ワ
ラ
町
　
土
手
町
は
弘
前
城
下
南
東
端
、
土
渕
川
に
蓬
莱
橋
〔
地
図
中
↑
〕
が
一
六
＝
二
年
（慶
長
一
八
）
に
掛
け
ら
れ
、
そ
の
南
外
れ
の
氾
濫
原
に
土
盛
を
し
、
道
路
沿
い
に
南
に
延
び
た
街
と
し
て
で
き
た
。
一
六
四
九
年
（
慶
安
二
）
『
弘
前
古
御
絵
図
』
〔
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
〕
に
は
、
大
工
・
鍛
冶
屋
・
桶
屋
・
銀
屋
・
居
鯖
屋
（
魚
屋
）
・
煙
草
屋
・
酒
屋
が
「
大
阪
屋
」
「
江
戸
屋
」
「
輪
島
屋
」
と
い
う
屋
号
で
並
ん
で
い
る
。
　
そ
の
土
手
町
の
な
か
で
も
城
下
に
近
く
、
蓬
莱
橋
の
た
も
と
の
下
土
手
町
は
台
地
の
城
下
に
対
し
て
、
坂
の
下
と
呼
ば
れ
て
い
た
河
原
の
町
で
あ
る
が
、
一
六
五
二
年
（万
治
二
）
頃
急
速
に
発
達
し
た
。
慶
応
年
代
（
一
八
六
五
～
一
八
六
七
）
『
土
手
町
支
配
家
業
帳
』
に
は
、
古
手
屋
（
本
町
の
み
呉
服
・
木
綿
の
販
売
が
許
さ
れ
て
い
た
）
・
荒
物
屋
・
細
物
屋
・
穀
物
屋
・
桶
張
り
・
造
酒
屋
・
魚
屋
が
み
え
る
。
明
治
初
年
の
『新
撰
陸
奥
国
誌
』
に
は
「
土
手
町
は
呉
服
店
（
明
治
に
入
っ
て
角
み
、
升
三
、
久
一
が
開
業
）
、
造
酒
屋
、
薬
屋
、
魚
店
、
米
屋
が
雑
居
し
、
繁
豊
の
街
で
、
家
数
三
四
八
軒
」
と
あ
る
。
明
治
に
入
っ
て
、
駅
に
通
じ
る
道
と
な
っ
て
中
心
商
店
街
と
な
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
大
発
展
す
る
。
下
土
手
町
の
裏
町
が
鉄
砲
町
で
、
現
在
の
バ
ー
・
飲
み
屋
が
林
立
す
る
夜
の
盛
り
場
で
あ
り
、
境
橋
を
へ
だ
て
て
、
弘
南
鉄
道
中
央
前
駅
が
旧
氾
濫
原
に
あ
る
。
　
一
方
、
弘
前
城
下
の
岩
木
川
下
流
で
、
日
本
海
に
面
す
る
津
軽
外
港
の
鰺
ケ
沢
か
ら
の
「
浜
通
り
」
の
入
口
に
、
浜
の
町
が
あ
っ
た
。
浜
の
町
は
岩
木
川
の
河
港
・
御
蔵
の
町
で
あ
り
、
明
治
の
初
め
ま
で
は
船
人
足
を
相
手
と
し
た
小
さ
な
遊
廓
が
あ
っ
た
。
渡
し
場
で
あ
っ
た
が
、
明
治
以
降
、
橋
が
か
か
っ
て
郡
部
か
ら
出
入
り
す
る
人
た
ち
の
買
い
出
し
が
急
激
に
増
え
、
休
息
場
所
と
し
て
食
堂
や
居
酒
屋
・
車
鍛
冶
・
反
物
屋
が
軒
並
み
に
並
ん
だ
。
さ
ら
に
第
八
師
団
が
置
か
れ
る
と
、
岩
木
山
麓
で
演
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
習
を
し
た
軍
隊
が
小
休
止
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
繁
栄
し
た
。
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②
盛
岡
　
川
原
町
〔
地
図
、
↓
〕
は
、
新
山
川
原
に
か
か
る
城
下
南
口
の
船
橋
の
手
前
で
、
宿
屋
・
飲
食
業
が
多
か
っ
た
。
参
勤
交
代
の
と
き
に
、
家
老
以
下
が
見
送
る
場
所
で
あ
っ
た
。
新
山
川
に
は
、
二
四
は
い
の
船
橋
（
『
江
戸
自
慢
』
に
は
四
八
は
い
と
あ
る
）
が
あ
り
、
た
も
と
に
は
馬
を
と
め
て
お
く
駒
除
け
板
が
あ
っ
た
。
　
船
橋
を
へ
だ
て
て
そ
の
南
は
、
一
八
一
二
年
（
文
化
九
）
に
城
下
に
取
り
立
て
ら
難蛭く
熟
‥
嚢
‘
・
地図4　盛岡（陸測、明治44年）
れ
た
新
興
の
仙
北
町
で
あ
る
。
現
在
は
、
盛
岡
の
南
隣
駅
と
し
て
仙
北
町
駅
が
あ
る
仙
北
町
は
秋
田
県
仙
北
郡
の
商
人
が
集
め
ら
れ
た
在
郷
町
で
、
青
物
丁
・
仙
北
丁
・
仙
北
組
丁
（
足
軽
同
心
屋
敷
が
多
い
）
が
あ
っ
た
。
宿
屋
・
飲
食
業
・
萬
小
間
物
（
雑
貨
屋
）
・
造
酒
屋
が
あ
っ
た
。
仙
北
組
丁
の
は
ず
れ
に
は
、
小
鷹
の
刑
場
（
俗
に
「
お
仕
置
場
」
「
殺
生
場
」
と
よ
ば
れ
る
）
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
は
ず
れ
に
は
、
藩
御
用
瓦
場
も
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
じ
ん
ざ
ん
が
　
し
　
川
原
町
の
新
山
河
岸
は
、
一
六
四
八
～
一
六
七
三
年
（
慶
安
～
寛
文
）
に
江
戸
解
廻
米
の
北
上
川
水
運
の
起
点
で
、
両
岸
に
「
水
主
」
の
屋
敷
や
御
舟
小
屋
・
御
蔵
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
な
だ
ま
あ
っ
た
。
ま
た
船
頭
の
信
仰
す
る
舟
霊
神
社
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
小
繰
船
で
黒
沢
尻
ま
で
運
び
、
ヒ
ラ
タ
船
に
つ
み
か
え
て
石
巻
ま
で
輸
送
し
、
海
上
を
弁
財
船
で
輸
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送
し
た
。
川
運
問
屋
や
番
所
・
木
場
な
ど
も
あ
っ
た
。
対
岸
の
仙
北
町
の
カ
タ
ガ
ワ
町
に
も
、
水
主
屋
敷
・
川
運
問
屋
が
あ
っ
た
。
　
江
戸
か
ら
の
奥
州
街
道
は
、
仙
北
町
か
ら
船
橋
を
渡
っ
て
川
原
町
、
そ
し
て
穀
町
の
惣
門
か
ら
盛
岡
城
下
に
入
る
。
川
原
町
か
ら
穀
町
一
帯
は
、
盛
岡
城
下
で
は
最
も
繁
栄
し
た
所
で
あ
っ
た
。
穀
町
は
古
く
は
三
日
町
と
い
わ
れ
、
年
の
暮
十
二
月
の
九
、
十
九
、
二
九
の
三
日
、
新
山
河
岸
の
御
蔵
の
米
を
払
い
下
げ
た
の
で
、
穀
町
の
名
の
も
と
に
な
っ
た
。
惣
門
に
は
升
形
と
御
番
所
、
役
人
屋
敷
二
四
戸
が
あ
っ
て
城
下
へ
の
物
と
人
の
出
入
り
を
取
り
調
べ
た
。
門
は
朝
六
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
の
み
開
い
て
お
り
、
穀
町
に
は
旅
館
が
多
か
っ
た
。
穀
町
の
裏
の
会
所
場
横
町
に
は
牢
屋
が
あ
り
、
罪
人
の
処
刑
も
行
わ
れ
た
と
い
う
。
　
川
原
町
の
現
代
は
、
「
舟
は
し
茶
屋
」
と
称
す
る
菓
子
屋
（
松
田
屋
）
に
名
残
が
あ
る
の
み
で
、
他
に
畳
屋
、
高
田
屋
旅
館
、
金
物
屋
、
製
麺
所
、
魚
屋
な
ど
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
裏
側
に
は
青
物
市
場
が
あ
る
の
み
で
あ
り
、
場
末
の
感
が
す
る
。
③
水
沢
　
水
沢
の
川
原
小
路
は
町
端
の
足
軽
屋
敷
で
あ
る
が
、
そ
の
下
流
の
隣
町
に
、
街
道
の
入
口
の
立
町
が
あ
る
。
街
道
が
立
町
で
折
れ
曲
が
り
、
水
沢
町
に
入
る
の
で
あ
る
。
明
治
末
に
当
立
座
が
で
き
た
が
、
後
、
明
治
三
五
年
に
川
原
小
路
に
移
っ
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
三
好
亭
な
る
も
の
が
、
川
原
小
路
に
あ
っ
た
が
、
繁
華
街
と
い
う
よ
り
は
、
町
外
れ
の
芝
居
小
屋
が
あ
っ
た
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
立
町
に
は
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
治
初
頭
に
遊
廓
的
な
も
の
も
あ
っ
た
が
、
後
に
宮
下
に
移
動
し
た
。
④
会
津
若
松
　
J
R
西
若
松
駅
近
く
、
湯
川
の
氾
濫
原
に
、
川
原
町
（
歴
史
的
に
は
河
原
町
）
が
地図5　明治35年頃の水沢（『語りつたえ　みずさわ』上巻より）
あ
る
。
川
原
町
南
の
石
塚
山
蓮
台
寺
は
、
会
津
三
十
三
観
音
第
一
番
霊
場
で
、
「
の
ち
の
世
は
願
ふ
こ
こ
ろ
は
か
ろ
く
と
も
、
仏
の
ち
か
い
重
き
石
塚
」
の
詠
歌
が
あ
り
、
裏
手
は
墓
地
で
あ
っ
た
。
蓮
台
寺
と
い
う
か
ぎ
り
湯
川
の
氾
濫
原
で
あ
る
こ
の
地
域
は
、
現
在
は
駅
裏
の
材
木
置
場
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
捨
て
墓
、
流
れ
墓
地
的
性
格
の
場
で
あ
ろ
う
。
表
の
川
原
町
は
慶
長
（
一
九
五
六
～
）
の
頃
ま
で
は
湯
川
に
そ
っ
て
南
北
に
斜
め
に
家
が
並
ん
で
い
た
が
、
一
六
三
一
年
（
寛
永
八
）
洪
水
に
よ
っ
て
大
被
害
を
受
け
た
た
め
、
大
橋
か
ら
西
に
並
ぶ
東
西
の
通
り
に
な
っ
た
。
他
に
、
東
昌
寺
・
長
善
寺
・
弘
長
寺
が
あ
っ
た
。
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一
六
〇
五
年
（
慶
長
十
）
に
初
め
て
、
数
軒
の
粗
末
な
民
家
が
建
っ
た
湯
川
河
原
に
、
一
六
＝
年
（
寛
永
一
二
）
を
く
だ
ら
な
い
こ
ろ
に
河
原
町
が
と
り
た
て
ら
れ
、
湯
川
橋
か
ら
材
木
町
ま
で
長
さ
一
六
三
軒
の
町
が
割
り
出
さ
れ
た
。
同
＝
一
年
秋
に
は
侍
屋
敷
が
割
り
出
さ
れ
た
。
現
在
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
と
い
う
薬
屋
、
酒
造
、
木
工
・
木
材
屋
が
多
く
、
鎌
倉
彫
、
石
屋
、
菓
子
屋
、
呉
服
屋
な
ど
も
あ
る
。
　
そ
の
西
の
材
木
町
は
一
六
〇
九
年
（
慶
長
一
四
）
に
材
木
屋
を
集
め
た
こ
と
に
よ
る
。
西
の
応
湖
川
の
近
く
に
住
吉
神
社
を
祀
る
。
こ
れ
は
簗
田
盛
胤
が
将
軍
義
満
よ
り
、
会
津
四
郡
な
ら
び
に
隣
国
ま
で
の
商
人
司
を
仰
付
け
ら
れ
た
と
き
、
市
神
と
し
て
勧
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
た
に
市
を
開
く
と
き
は
、
簗
田
氏
が
烏
帽
子
直
垂
を
着
け
、
商
人
を
従
え
て
そ
の
地
に
お
も
む
き
、
市
神
を
祀
っ
て
見
世
割
を
定
め
た
と
い
う
。
現
在
は
、
材
木
町
郵
便
局
、
酒
造
、
麹
屋
、
味
噌
・
醤
油
製
造
、
竹
細
工
、
家
具
屋
、
薬
用
人
参
屋
、
染
物
屋
、
旅
館
、
呉
服
屋
、
米
屋
、
建
具
屋
、
自
転
車
屋
、
紙
屋
な
ど
が
あ
る
。
　
「
宗
門
御
改
帳
」
に
は
「
川
原
町
材
木
町
」
と
、
一
括
し
て
記
　
　
　
　
（
1
4
）
載
さ
れ
て
い
る
。
　
会
津
若
松
の
南
、
只
見
や
田
島
方
面
か
ら
の
入
口
の
街
道
で
あ
り
、
材
木
の
集
散
場
で
あ
っ
た
こ
の
端
町
は
、
現
在
で
は
農
産
物
を
利
用
し
た
醸
造
〔
図
中
、
（
英
小
文
字
）
〕
や
材
木
町
を
う
け
つ
ぐ
木
工
・
家
具
関
係
の
工
場
〔
図
中
、
○
数
字
〕
が
あ
る
。
ま
た
、
近
代
に
入
っ
て
周
辺
の
交
通
事
情
を
請
け
負
っ
た
の
か
自
転
車
屋
な
ど
も
多
い
。
　
以
上
の
よ
う
な
、
城
下
町
の
端
町
・
出
町
と
し
て
の
、
交
通
運
輸
集
落
と
し
て
の
河
原
の
町
は
、
弘
前
・
盛
岡
・
会
津
若
松
な
ど
、
大
城
下
町
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
述
す
る
仙
台
の
場
合
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
う
し
た
城
下
町
入
口
の
河
川
交
通
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
街
道
と
河
港
の
向
き
合
う
結
節
点
の
氾
濫
原
に
、
町
場
が
で
き
る
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
城
下
町
規
模
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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二
　
二
つ
の
境
界
－
坂
の
町
、
河
原
の
町
　
東
北
の
大
城
下
町
と
し
て
仙
台
が
あ
る
。
奥
州
街
道
は
仙
台
城
下
を
南
北
に
貫
い
て
い
る
。
そ
の
南
の
入
口
に
は
、
広
瀬
川
の
広
瀬
橋
（
か
つ
て
は
渡
し
）
を
へ
て
、
河
原
町
が
あ
る
。
ま
た
、
北
の
入
口
に
は
、
堤
町
と
い
う
「
坂
の
町
」
が
あ
る
。
日
　
坂
の
町
　
仙
台
の
北
、
谷
を
出
た
梅
田
川
を
堰
と
め
た
堤
の
上
を
奥
州
街
道
が
通
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
杉
並
木
が
あ
り
、
こ
の
並
木
を
通
過
す
る
と
堤
町
の
坂
に
出
る
。
こ
こ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
す
　
あ
　
い
ど
こ
ろ
仙
台
北
の
入
口
、
マ
チ
キ
レ
と
い
わ
れ
、
御
仲
下
改
所
（
城
下
の
東
西
南
北
の
出
入
り
口
に
設
け
ら
れ
、
搬
入
す
る
商
品
の
税
を
徴
収
し
て
い
た
）
が
あ
り
、
足
軽
町
が
配
置
さ
れ
た
。
堤
町
の
坂
を
登
り
つ
め
る
と
、
三
宝
荒
神
と
馬
頭
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
は
シ
ン
ス
ケ
壇
と
い
っ
て
、
共
同
墓
地
の
跡
地
だ
と
い
う
。
ヤ
ソ
墓
と
も
よ
ば
れ
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
者
が
死
体
を
塩
漬
け
に
し
て
埋
葬
し
た
場
所
だ
と
も
い
う
。
そ
こ
か
ら
は
、
刑
場
が
あ
っ
た
農
村
部
の
北
七
田
ま
で
は
、
急
な
下
り
坂
で
あ
っ
た
。
　
坂
に
は
、
芋
屋
（
芋
、
薬
、
煙
草
を
扱
う
）
、
う
ど
ん
屋
二
軒
、
仙
台
の
水
瓶
な
ど
生
活
必
需
品
を
焼
い
た
堤
焼
の
職
人
の
仕
事
場
と
売
り
場
、
梅
津
茶
屋
（
近
世
、
罪
人
に
最
後
の
接
待
を
し
た
と
い
う
）
、
オ
サ
ン
茶
屋
（
夫
は
水
車
精
米
を
し
た
り
、
堤
焼
の
粕
薬
を
石
臼
で
つ
い
た
、
昭
和
初
年
ま
で
）
、
オ
ハ
ナ
茶
屋
、
ヤ
ン
ペ
茶
屋
、
オ
イ
セ
茶
屋
が
あ
っ
た
。
仙
台
軌
道
が
開
通
し
て
か
ら
は
、
馬
車
で
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
地図7　仙台の二つの境界～提町と河原町～
が
少
な
く
な
り
、
こ
れ
ら
の
茶
屋
の
大
部
分
は
衰
退
し
た
。
仙
台
軌
道
と
は
一
九
二
一
年
、
堤
町
の
下
の
通
町
か
ら
坂
を
迂
回
し
て
北
七
田
ま
で
運
行
し
た
軽
便
鉄
道
で
あ
る
。
そ
の
後
、
仙
山
線
の
北
仙
台
駅
が
一
九
二
九
年
に
、
市
電
が
一
九
三
七
年
に
開
通
し
た
。
　
馬
車
で
北
七
田
か
ら
薪
な
ど
を
買
い
つ
け
て
仙
台
の
町
で
売
り
、
帰
り
に
下
肥
六
本
を
樽
に
入
れ
て
集
め
ま
わ
る
来
る
人
も
い
た
。
ま
た
、
兵
隊
演
習
の
通
過
で
賑
わ
　
　
　
　
　
（
1
4
）
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
⇔
　
河
原
の
町
　
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）
に
、
城
下
南
に
南
材
木
町
・
河
原
町
（
地
図
中
、
↑
印
）
が
取
り
立
て
ら
れ
、
一
六
三
七
年
（
寛
永
一
四
）
宮
沢
橋
が
流
出
す
る
と
、
河
原
町
を
経
由
す
る
下
流
の
長
町
渡
（
今
の
広
瀬
橋
）
に
街
道
が
移
動
し
た
。
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そ
の
結
果
、
河
原
町
に
は
、
仙
台
の
入
口
と
し
て
の
木
戸
で
あ
る
「
丁
切
根
」
が
お
か
れ
、
夜
間
、
警
戒
を
し
た
。
他
に
、
堤
町
・
原
町
・
八
幡
町
な
ど
に
も
丁
切
根
が
あ
っ
た
。
河
原
町
で
は
針
生
家
が
棚
の
鍵
を
預
か
っ
て
い
た
。
そ
の
か
わ
り
、
針
生
家
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
粉
と
鳥
モ
チ
の
専
売
権
を
得
て
い
る
。
針
生
家
は
後
に
郵
便
局
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
や
っ
た
り
、
映
画
館
を
し
た
り
し
た
。
　
河
原
町
は
堤
防
で
護
ら
れ
て
い
た
が
、
南
の
新
河
原
町
（
地
図
中
、
↓
印
）
に
は
、
浸
水
が
多
か
っ
た
。
河
原
町
は
、
仙
台
南
の
七
郷
、
六
郷
方
面
か
ら
市
中
に
入
る
入
口
に
あ
た
り
、
一
六
四
〇
年
（
寛
永
一
七
）
に
開
か
れ
た
。
名
取
川
流
域
の
村
は
ど
う
し
て
も
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
場
所
で
、
桃
畑
の
な
か
に
、
八
百
屋
市
が
た
っ
た
と
い
う
。
足
軽
が
農
業
を
片
手
間
に
し
、
ほ
っ
か
む
り
を
し
て
売
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
八
百
屋
仕
事
の
人
々
の
た
め
に
五
軒
茶
屋
（
新
河
原
町
）
が
で
き
た
と
い
わ
れ
る
が
、
城
下
外
に
設
け
ら
れ
た
私
娼
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
元
禄
年
代
（
一
六
八
八
～
）
ま
で
は
、
小
泉
村
無
高
百
姓
屋
敷
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。
府
内
（
城
下
町
）
に
は
茶
屋
は
お
け
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
は
府
外
だ
っ
た
の
で
、
観
水
楼
・
対
橋
楼
・
菊
六
・
お
百
茶
屋
・
赤
壁
の
五
軒
が
立
ち
並
び
五
軒
茶
屋
と
い
わ
れ
た
。
　
河
原
町
の
周
辺
も
、
ひ
ろ
く
職
人
と
よ
べ
る
人
々
が
活
動
し
て
い
た
。
正
保
二
六
四
四
～
）
絵
図
で
は
、
河
原
町
の
北
の
南
材
木
町
裏
に
石
垣
衆
の
住
居
が
あ
る
。
寛
文
（
一
六
六
一
～
）
絵
図
で
は
、
そ
の
南
材
木
町
の
西
の
舟
丁
が
足
軽
屋
敷
や
御
材
木
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
舟
丁
に
は
、
舟
衆
が
住
み
、
堰
場
に
御
米
蔵
・
御
材
木
蔵
な
ど
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
御
弓
衆
を
舟
丁
に
作
っ
た
。
　
加
え
て
、
一
六
三
七
年
（
寛
永
一
四
）
に
は
遊
女
屋
を
移
し
た
の
で
、
御
弓
衆
を
河
原
町
の
北
裏
の
六
郷
堀
辺
に
住
ま
わ
せ
た
。
こ
れ
が
新
弓
の
町
で
あ
る
。
城
下
で
は
遊
廓
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
舟
丁
に
は
私
娼
が
あ
っ
た
。
遊
女
屋
は
一
六
六
〇
年
（
万
治
三
）
に
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
遊
廓
は
草
餅
屋
と
い
わ
れ
、
後
に
新
河
原
町
西
丁
の
川
端
の
紙
漉
町
に
移
っ
た
。
紙
漉
町
に
は
十
軒
ほ
ど
料
理
屋
が
近
代
ま
で
営
業
し
た
が
、
置
屋
は
な
か
っ
た
。
リ
ノ
イ
チ
と
い
う
三
味
線
引
が
長
町
か
ら
や
っ
て
き
た
と
い
う
。
紙
漉
町
は
町
名
の
ご
と
く
、
実
際
に
紙
漉
職
人
が
近
代
ま
で
住
ん
で
い
た
。
東
隣
は
、
新
河
原
町
東
裏
町
で
楊
多
町
・
皮
坊
町
と
差
別
的
に
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
小
泉
村
の
行
人
塚
や
松
原
の
桃
源
寺
裏
の
墓
地
に
つ
づ
く
、
墓
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
や
餓
死
者
供
養
な
ど
の
伝
承
と
つ
な
が
る
地
域
で
あ
る
。
　
松
原
の
広
瀬
川
土
手
に
あ
る
旅
立
神
社
は
、
広
瀬
川
稲
荷
大
明
神
で
、
藩
主
の
旅
立
ち
に
際
し
て
参
拝
し
た
所
で
あ
る
。
　
河
原
町
青
物
市
場
の
開
祖
は
庄
司
太
兵
衛
で
あ
っ
た
。
問
屋
の
な
か
に
は
、
栗
原
郡
出
身
の
小
西
利
兵
衛
（
養
子
）
の
荒
物
屋
の
よ
う
に
、
農
村
部
出
身
の
者
も
い
た
。
小
西
の
初
代
は
二
日
町
の
飾
り
職
人
の
伊
藤
彦
六
が
、
の
れ
ん
分
で
正
徳
頃
（
一
七
一
一
～
）
に
薬
種
商
と
な
っ
た
者
で
あ
る
。
五
代
目
頃
に
、
商
売
が
思
わ
し
く
な
く
、
河
原
町
で
荒
物
に
転
業
し
た
。
農
村
の
生
産
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
農
村
の
生
産
物
を
加
工
販
売
す
る
こ
と
を
す
す
め
た
。
具
体
的
に
は
、
藤
・
蕨
粉
・
傘
紙
・
線
香
・
元
結
い
（
信
州
飯
田
か
ら
職
人
を
よ
ん
だ
）
・
木
綿
・
盆
提
灯
な
ど
を
加
工
し
販
売
し
た
。
他
に
、
荒
物
屋
の
境
長
四
郎
（
堺
出
身
）
、
繰
綿
の
田
丸
（
堺
出
身
）
、
薬
種
商
の
星
（大
和
出
身
）
な
ど
が
い
た
。
文
化
文
政
（
一
八
〇
四
～
）
に
な
る
と
、
錦
織
万
右
衛
門
（
酒
屋
・
質
屋
）
な
ど
豪
商
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
針
生
権
十
郎
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
・
と
り
も
ち
の
独
占
販
売
を
許
可
さ
れ
て
い
た
。
市
場
の
入
口
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（
1
7
）
に
は
共
楽
館
な
る
芝
居
小
屋
が
あ
っ
た
。
　
河
原
町
大
火
（明
治
十
年
）
の
あ
と
、
そ
こ
だ
け
家
が
た
た
な
い
空
き
地
が
あ
り
、
ヤ
キ
バ
と
よ
ば
れ
た
。
そ
こ
に
青
物
市
場
を
再
興
し
た
。
市
場
前
に
「
永
代
無
料
」
と
書
い
た
看
板
を
立
て
て
い
た
。
入
場
料
を
と
ら
な
い
こ
と
が
こ
の
市
場
の
誇
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
七
九
年
、
明
治
に
入
っ
て
市
場
税
が
賦
課
さ
れ
た
と
き
、
税
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
問
屋
が
出
荷
人
に
転
化
し
た
り
、
橋
向
こ
う
の
長
町
に
移
っ
て
市
を
ひ
ら
い
た
。
し
か
し
、
一
部
は
妥
協
し
て
河
原
町
市
場
は
存
続
し
た
。
路
上
の
市
場
が
一
八
八
五
年
よ
り
、
株
式
会
社
の
市
と
な
っ
た
が
、
長
町
と
競
争
す
る
こ
　
　
（
1
8
）
と
と
な
る
。
日
　
南
北
の
入
口
　
先
述
し
た
よ
う
に
、
マ
チ
の
で
き
る
場
所
と
し
て
、
網
野
善
彦
は
坂
や
河
原
を
提
出
し
て
い
た
。
仙
台
城
下
町
を
貫
く
奥
州
街
道
（
形
式
的
に
は
奥
州
街
道
は
白
河
ま
で
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
仙
台
、
あ
る
い
は
そ
の
先
ま
で
続
い
て
い
る
）
の
北
の
入
口
と
南
の
入
口
に
、
そ
れ
ぞ
れ
坂
の
町
と
河
原
の
町
が
あ
っ
た
。
両
者
は
坂
と
河
原
と
い
う
立
地
が
異
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
城
下
端
町
と
し
て
の
展
開
も
異
な
っ
て
い
る
。
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
坂
の
町
の
堤
町
、
J
R
仙
山
線
北
仙
台
駅
を
中
心
と
し
た
地
域
は
、
盛
岡
の
川
原
町
や
会
津
若
松
の
川
原
町
、
さ
ら
に
仙
台
の
河
原
町
か
ら
長
町
に
か
け
て
の
状
況
と
、
類
似
し
た
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
街
道
の
入
口
に
沿
っ
て
茶
屋
が
展
開
し
、
在
郷
の
村
の
集
散
を
請
け
負
っ
た
り
、
近
代
に
入
っ
て
、
鉄
道
の
第
二
駅
（
都
市
の
中
心
駅
と
は
異
な
り
、
隣
り
の
第
二
駅
）
に
展
開
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
鉄
道
の
第
二
駅
と
は
、
盛
岡
の
場
合
、
川
原
町
の
川
向
い
に
盛
岡
駅
の
一
つ
南
の
仙
北
町
駅
が
あ
る
。
会
津
若
松
で
い
え
ば
、
会
津
若
松
駅
か
ら
会
津
鉄
道
線
と
只
見
線
二
つ
目
の
分
岐
点
に
西
若
松
駅
が
あ
る
。
そ
し
て
、
仙
台
で
は
坂
の
町
で
あ
る
堤
町
が
北
仙
台
駅
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
河
原
の
町
は
、
長
町
駅
に
つ
づ
い
て
い
る
。
　
そ
の
第
二
駅
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
後
背
地
の
農
村
に
む
け
た
地
域
の
軽
便
鉄
道
の
起
点
で
も
あ
っ
た
。
北
仙
台
駅
は
、
北
七
田
へ
の
仙
台
軌
道
の
起
点
で
あ
り
、
長
町
駅
は
秋
保
鉄
道
の
起
点
で
あ
っ
た
。
城
下
の
入
口
の
在
郷
町
的
な
集
落
に
あ
る
第
二
駅
が
、
後
背
の
農
村
地
域
へ
の
鉄
道
の
起
点
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
会
津
若
松
の
西
若
松
駅
、
金
沢
の
北
陸
鉄
道
野
町
駅
起
点
や
京
都
の
叡
電
出
町
柳
駅
起
点
や
な
ど
と
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
三
　
仙
台
河
原
町
の
伝
承
日
飢
饅
の
伝
承
　
河
原
町
か
ら
新
河
原
町
の
東
裏
、
小
泉
村
字
松
原
の
広
瀬
川
氾
濫
原
は
、
江
戸
時
代
に
何
度
か
あ
っ
た
、
凶
作
の
年
の
非
人
施
粥
の
場
（
こ
の
場
合
の
非
人
は
、
無
職
流
浪
の
野
非
人
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
農
村
の
人
々
が
仙
台
の
町
に
入
る
入
口
で
あ
り
、
か
つ
河
原
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
多
く
の
非
人
が
こ
こ
で
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、
一
七
五
五
年
（
宝
暦
五
）
の
凶
作
で
は
、
飢
人
が
河
原
町
地
蔵
堂
辺
259
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に
あ
つ
ま
り
、
袖
乞
す
る
よ
う
に
な
り
、
あ
ふ
れ
た
人
々
が
小
泉
河
原
に
五
百
人
集
ま
っ
た
の
で
、
藩
は
御
救
小
屋
三
ツ
四
ツ
設
け
、
粥
を
朝
晩
三
椀
ず
つ
与
え
、
子
持
ち
や
急
非
人
に
は
食
べ
放
題
と
し
、
医
師
も
つ
け
た
が
、
結
局
、
三
万
人
が
死
ん
だ
。
と
い
う
の
も
、
せ
っ
か
く
の
施
粥
も
、
塩
で
煮
た
雑
食
を
食
べ
た
た
め
、
食
傷
（
急
性
胃
カ
タ
ル
）
や
痢
（
急
性
大
腸
カ
タ
ル
）
が
増
え
、
そ
れ
が
瘡
（
マ
ラ
リ
ア
）
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
傷
寒
（急
性
熱
性
病
）
を
併
発
し
て
死
亡
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
　
俗
に
「
河
原
町
地
蔵
」
と
も
「
河
原
の
耳
開
き
地
蔵
」
と
も
よ
ば
れ
る
地
蔵
二
七
五
六
年
〔宝
暦
六
〕
）
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
人
々
の
供
養
の
た
め
で
あ
る
。　
同
様
に
小
泉
河
原
で
は
、
天
明
の
飢
饅
（
一
七
八
二
・
一
七
八
五
年
）
に
お
い
て
も
施
粥
が
行
わ
れ
、
そ
の
飢
死
者
を
弔
う
五
輪
塔
（
宝
暦
〔
一
七
五
一
年
～
〕
）
・
経
塚
（天
明
〔
一
七
八
一
年
～
〕
）
・
叢
塚
（
天
保
〔
一
八
三
〇
年
～
〕
）
が
桃
源
院
で
祀
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
黄
粟
宗
桃
源
院
は
、
施
餓
鬼
寺
と
し
て
、
一
七
七
四
年
（
安
永
三
）
に
藩
主
婦
人
に
よ
っ
て
発
願
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
盆
の
一
六
日
は
、
施
餓
鬼
流
し
灯
籠
が
広
瀬
河
原
で
お
こ
な
わ
れ
、
餓
死
者
の
供
養
を
し
た
。
現
代
で
は
、
七
夕
祭
の
前
夜
祭
と
し
て
、
花
火
大
会
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
は
、
八
月
七
日
朝
に
、
七
夕
流
し
で
、
笹
と
飾
り
を
流
し
、
八
月
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
六
日
の
精
霊
送
り
に
は
、
ナ
ス
の
馬
を
供
え
て
、
棚
物
を
盆
ゴ
モ
に
包
ん
で
流
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
桃
源
寺
界
隈
の
墓
地
に
は
、
餓
死
供
養
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
　
　
⇔
水
害
の
伝
承
　
行
人
塚
は
、
河
原
町
二
丁
目
の
現
在
の
古
城
神
社
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
。
　
『仙
台
民
俗
誌
』
に
は
、
「
行
人
塚
　
河
原
町
の
横
町
を
東
へ
ま
っ
す
ぐ
に
宮
城
刑
務
　
所
に
通
ず
る
道
が
鉄
道
線
路
を
横
切
ろ
う
と
す
る
少
し
手
前
の
南
側
、
道
路
に
面
し
　
て
榎
の
老
木
の
下
に
あ
る
塚
。
広
瀬
川
の
水
害
か
ら
ま
も
る
た
め
に
、
こ
の
南
の
五
　
ツ
谷
に
住
ん
で
い
た
行
人
が
本
願
を
立
て
人
柱
に
た
っ
た
。
行
人
は
自
分
の
振
る
鈴
　
の
音
が
2
1
日
間
鳴
っ
て
い
た
ら
、
太
願
は
成
就
す
る
と
い
っ
て
、
竹
筒
を
抜
い
て
地
　
中
に
差
し
込
み
、
生
き
埋
め
に
な
っ
た
。
鈴
は
二
一
日
な
り
続
け
た
。
そ
の
年
の
秋
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
り
あ
げ
　
に
も
大
水
が
出
た
が
、
河
の
姿
は
か
わ
っ
て
お
り
、
水
は
閑
上
に
向
か
っ
た
。
そ
れ
　
ま
で
水
害
に
な
や
ん
で
い
た
七
郷
の
村
々
は
沃
野
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。
ま
た
『
河
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
原
町
と
南
材
木
町
周
辺
の
民
俗
』
の
古
城
神
社
の
項
に
は
、
「
行
人
法
師
は
堰
の
取
り
　
入
れ
口
で
祈
り
、
そ
こ
で
祈
る
行
人
を
若
林
城
の
武
士
が
白
鷺
と
見
間
違
え
、
弓
で
　
射
殺
し
た
。
そ
の
死
体
が
流
れ
た
所
に
塚
を
作
っ
た
」
と
も
い
う
。
　
　
さ
ら
に
、
広
瀬
橋
に
も
石
碑
（
一
八
二
三
年
〔
文
政
六
〕
建
立
）
が
あ
り
、
対
岸
　
の
長
町
の
十
八
観
音
を
信
仰
し
て
い
る
根
岸
長
者
の
一
人
娘
の
愛
姫
が
、
川
下
を
下
　
に
し
て
、
人
柱
と
し
て
丑
三
つ
と
き
に
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
洪
水
は
な
く
な
っ
　
て
、
そ
こ
に
橋
を
架
け
た
と
い
う
。
こ
の
橋
姫
は
長
町
の
木
場
人
足
や
馬
方
・
旅
人
　
の
信
仰
が
あ
っ
た
。
　
　
　
日
被
差
別
の
伝
承
　
　
寛
文
八
・
九
年
（
一
六
六
八
・
一
六
六
九
）
絵
図
に
は
、
河
原
町
南
東
裏
に
機
多
　
町
が
あ
り
、
微
多
・
皮
坊
が
住
ま
い
さ
せ
ら
れ
、
領
内
二
一
郡
の
死
牛
馬
の
皮
革
細
　
工
加
工
と
販
売
を
一
手
に
ひ
き
う
け
て
い
た
が
、
武
具
・
馬
具
の
生
産
と
罪
人
礫
刑
　
の
竹
槍
突
き
の
役
を
務
め
た
。
下
部
に
ジ
ウ
が
お
り
、
死
牛
馬
の
取
締
り
、
十
手
早
260
東北の河原町の特色
縄
の
仕
事
を
し
、
「
お
勧
請
」
と
い
っ
て
米
を
集
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
き
そ
ろ
　
仙
台
の
芸
能
者
と
し
て
は
、
節
季
候
が
有
名
で
あ
る
。
＝
一
月
一
日
に
、
老
若
二
人
組
に
な
っ
て
、
木
綿
の
袖
無
半
て
ん
に
太
い
赤
紐
で
結
ん
だ
も
の
を
着
て
い
た
。
一
人
は
大
風
呂
敷
、
一
人
は
赤
頭
巾
を
き
て
い
る
。
陽
物
を
隠
し
持
っ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。
節
季
候
参
っ
た
参
っ
た
ド
ン
ド
ン
参
っ
た
」
、
ま
た
は
「
セ
キ
ゾ
ロ
、
ス
ッ
サ
ラ
、
マ
イ
ッ
タ
ラ
、
マ
イ
ッ
タ
ラ
」
（
『
仙
台
風
俗
志
』
十
二
月
の
項
）
の
何
れ
か
を
唱
え
て
、
サ
サ
ラ
を
す
り
な
が
ら
ま
わ
っ
て
い
っ
た
。
普
段
は
南
材
木
町
・
南
染
師
町
・
河
原
町
な
ど
の
職
人
町
・
八
百
屋
市
な
ど
が
あ
る
近
辺
を
ま
わ
っ
て
お
り
、
荒
町
以
北
を
ま
わ
る
の
は
元
旦
・
正
月
一
四
日
・
二
月
一
日
の
み
で
あ
る
。
　
ほ
か
に
、
河
原
役
者
・
河
原
乞
食
が
新
河
原
町
裏
通
の
広
瀬
川
沿
い
の
松
原
に
住
ん
だ
。
彼
ら
は
芝
居
・
演
芸
・
手
品
を
業
と
し
て
い
た
。
十
四
～
十
五
人
一
組
と
な
っ
て
、
三
組
ほ
ど
に
わ
か
れ
て
、
揃
え
の
衣
装
で
、
屋
台
を
か
つ
い
で
、
町
家
を
訪
れ
　
　
　
　
（
2
2
）
て
演
芸
を
し
た
。
　
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
こ
こ
に
は
、
芝
居
・
軽
業
・
手
品
な
ど
を
し
て
い
た
河
原
者
が
河
原
町
南
の
小
泉
村
松
原
の
旅
立
神
社
に
い
た
。
河
原
者
の
芸
と
し
て
、
田
植
踊
・
大
黒
舞
・
獅
子
舞
・
義
太
夫
が
あ
り
、
藩
政
末
期
に
は
、
河
原
の
若
蔵
、
浪
蔵
、
錦
升
な
ど
の
親
分
が
子
分
を
つ
れ
て
ま
わ
っ
た
。
城
下
南
部
の
新
市
街
の
荒
町
ま
で
は
遊
業
が
み
と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
城
下
以
外
の
古
川
な
ど
に
も
ま
わ
っ
た
。
田
植
踊
の
服
の
紋
に
よ
っ
て
、
蕪
田
植
・
酒
老
田
植
・
蟹
田
植
な
ど
と
い
う
名
称
が
あ
っ
た
と
い
う
。
　
正
月
に
な
る
と
、
現
在
の
若
松
・
松
原
の
方
か
ら
五
～
六
歳
の
子
供
を
連
れ
た
三
味
線
弾
き
が
来
た
。
「
メ
ロ
リ
ヤ
、
ソ
ロ
リ
、
メ
デ
タ
イ
ナ
ァ
」
と
踊
り
歩
く
男
の
人
だ
っ
た
と
い
う
。
城
下
は
、
節
季
候
と
同
じ
く
元
旦
・
正
月
一
四
日
・
二
月
一
日
の
み
に
い
け
た
。
河
原
者
は
一
四
～
一
五
人
が
一
組
で
三
組
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
は
衣
装
や
離
子
道
具
を
い
れ
た
箱
を
担
い
で
商
家
を
ま
わ
っ
て
、
要
望
さ
れ
た
演
芸
を
し
た
。
芝
居
で
は
「
宇
治
川
先
陣
争
い
」
や
「
信
田
の
森
　
恨
み
葛
の
葉
」
を
（2
3
）
し
た
。
　
楊
多
が
河
原
町
南
東
の
積
多
町
、
河
原
役
者
・
河
原
乞
食
が
新
河
原
町
裏
通
、
河
原
者
芸
能
者
が
小
泉
村
松
原
と
、
河
原
町
周
辺
に
す
み
わ
け
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
㈲
　
現
代
の
伝
承
　
こ
う
し
た
歴
史
性
を
、
現
代
に
生
き
る
市
民
が
ど
の
程
度
理
解
し
て
い
る
か
は
と
も
か
く
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
差
別
的
な
伝
承
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
概
し
て
、
東
北
の
都
市
で
は
、
西
日
本
ほ
ど
に
は
表
面
化
し
た
差
別
伝
承
を
伺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
近
世
の
仙
台
城
下
町
ほ
ど
の
規
模
の
町
を
基
礎
に
し
た
場
合
、
そ
れ
な
り
の
差
別
意
識
が
、
地
域
の
な
か
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
個
人
的
か
つ
噂
話
、
地
域
イ
メ
ー
ジ
程
度
の
偏
見
で
あ
る
が
、
都
市
境
界
部
の
町
場
、
河
原
の
町
の
現
在
を
理
解
す
る
た
め
に
は
無
視
で
き
な
い
伝
承
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
仙
台
出
身
の
二
人
の
学
生
か
ら
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
話
を
展
開
さ
せ
る
が
、
そ
う
し
た
意
識
が
普
遍
的
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
差
別
の
歴
史
を
前
提
と
し
た
、
世
間
話
的
な
も
の
が
、
い
ま
な
お
流
通
し
て
い
る
と
い
う
、
差
別
の
根
の
深
さ
の
実
態
に
つ
い
て
二
三
報
告
し
た
い
。
　
　
　
古
城
一
・
二
丁
目
及
び
河
原
町
二
丁
目
は
、
か
つ
て
の
行
人
塚
町
で
、
行
人
　
抱
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塚
と
は
首
切
り
場
の
塚
で
あ
る
と
も
、
又
、
旅
立
神
社
か
ら
旅
立
つ
前
に
死
ん
　
　
だ
人
の
供
養
塚
と
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
実
際
に
は
仙
台
の
近
世
の
刑
場
は
、
最
初
、
広
瀬
川
河
原
の
琵
琶
首
に
あ
り
、
一
六
六
六
年
（
寛
文
六
年
）
に
米
ケ
袋
に
移
さ
れ
、
一
六
九
〇
年
（
元
禄
三
）
に
市
外
の
七
北
田
の
市
名
坂
に
移
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
た
だ
、
刑
の
執
行
に
は
、
河
原
町
南
東
裏
の
積
多
町
の
定
め
ら
れ
た
微
多
が
し
た
。
こ
の
楊
多
は
仙
台
城
下
の
牛
皮
の
支
配
も
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
指
導
の
も
と
に
十
手
を
持
っ
た
ジ
ウ
が
お
り
、
普
段
は
「
お
勧
請
」
を
し
て
町
中
を
歩
い
た
。
従
っ
て
、
こ
の
伝
承
は
、
前
述
の
餓
死
供
養
と
微
多
の
居
住
、
行
人
の
死
の
イ
メ
ー
ジ
、
桃
源
寺
の
餓
死
供
養
の
歴
史
、
後
述
す
る
刑
務
所
へ
の
偏
見
と
が
重
な
っ
た
、
あ
る
意
味
で
の
差
別
的
連
想
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
楊
多
町
と
刑
務
所
の
イ
メ
ー
ジ
で
い
え
ば
、
河
原
町
近
辺
の
A
地
区
に
対
し
て
、
「
四
つ
足
の
居
住
区
」
と
し
て
差
別
伝
承
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
「
四
つ
足
」
は
、
被
差
別
民
に
対
す
る
蔑
称
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
実
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
A
地
区
は
「
仙
台
に
お
け
る
現
代
の
拝
み
屋
の
巣
窟
」
と
い
う
ふ
う
に
差
別
的
に
噂
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
河
原
町
東
の
古
城
町
の
刑
務
所
側
と
河
原
町
の
間
に
は
東
北
本
線
と
貨
物
線
が
平
走
し
て
い
る
。
両
者
が
北
と
北
北
西
に
向
か
っ
て
分
岐
す
る
行
人
塚
踏
切
に
、
供
養
塔
が
あ
る
。
こ
の
踏
切
は
そ
の
S
字
力
ー
ブ
の
見
通
し
の
き
か
な
い
踏
切
の
た
め
、
事
故
や
自
殺
の
名
所
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
区
の
青
年
の
噂
話
に
は
、
こ
の
踏
切
で
は
子
供
の
背
負
い
式
鞄
が
ガ
ク
ン
と
重
く
な
り
押
さ
え
つ
け
ら
れ
る
感
覚
を
覚
え
た
り
し
た
話
や
、
犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
て
犬
が
飛
び
込
ん
で
そ
れ
に
ひ
き
つ
ら
れ
て
飼
い
主
が
事
故
に
あ
っ
た
り
（
一
九
八
四
年
）
し
た
話
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
怖
い
場
所
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
見
通
し
の
き
か
な
い
踏
切
は
、
桃
源
寺
の
裏
の
墓
地
に
続
く
場
所
で
あ
り
、
行
人
の
死
の
伝
承
の
イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
さ
せ
る
。　
さ
ら
に
、
河
原
町
近
辺
で
は
、
次
の
よ
う
な
伝
承
も
あ
る
。
「
私
の
友
人
E
ち
ゃ
ん
の
家
庭
で
は
、
お
父
さ
ん
の
会
社
が
倒
産
し
た
り
、
お
母
さ
ん
の
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
、
E
ち
ゃ
ん
は
交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
し
た
の
で
、
あ
る
人
に
（
拝
み
屋
）
に
み
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
E
ち
ゃ
ん
の
家
は
昔
の
首
切
り
場
の
あ
っ
た
所
で
、
首
を
切
ら
れ
た
人
々
の
怨
念
が
あ
る
と
い
わ
れ
た
の
で
転
居
し
た
」
と
い
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
な
偏
見
、
イ
メ
ー
ジ
は
事
実
と
は
異
な
る
形
で
、
拝
み
屋
さ
ん
な
ど
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
て
密
か
に
喧
伝
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
よ
う
だ
。
　
さ
ら
に
、
障
害
者
の
伝
承
も
あ
る
。
「
シ
ロ
バ
カ
が
立
ち
寄
る
と
店
が
繁
盛
す
る
と
い
い
、
河
原
町
の
飲
食
業
の
者
は
千
客
万
来
の
神
と
し
て
、
彼
の
ど
て
ら
姿
の
写
真
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
を
飾
っ
て
あ
っ
た
」
ま
た
、
「
ニ
コ
ニ
コ
歩
い
て
い
る
マ
ン
チ
バ
カ
と
い
う
の
も
い
た
。
縄
と
杖
を
持
っ
た
、
三
平
と
い
う
犬
殺
し
も
い
た
。
河
原
町
か
ら
松
原
・
若
林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
あ
た
り
は
そ
う
い
う
の
が
多
か
っ
た
」
と
い
う
。
障
害
者
・
犬
採
り
を
同
列
に
並
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
た
の
は
昭
和
五
三
年
「
四
郎
馬
鹿
と
犬
殺
し
三
平
」
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
障
害
者
や
犬
採
り
の
仕
事
を
「
そ
う
い
う
の
」
と
同
列
に
表
現
し
、
「
松
原
・
若
林
」
辺
り
に
多
い
と
差
別
的
に
記
述
し
て
い
る
。
事
実
は
と
も
か
く
、
そ
う
し
た
差
別
の
視
線
で
河
原
町
及
び
そ
の
裏
町
が
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
差
別
は
許
し
が
た
い
。
し
か
し
「
そ
う
い
う
の
」
と
記
述
し
た
本
が
『
ま
262
東北の河原町の特色
ち
河
原
町
　
そ
の
歴
史
と
街
並
み
』
と
い
う
河
原
町
の
郷
土
誌
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
を
恥
と
し
て
排
除
し
、
無
視
す
る
よ
う
な
現
代
的
、
陰
湿
な
差
別
で
は
な
く
、
積
多
・
河
原
乞
食
・
河
原
者
・
節
季
候
・
障
害
者
・
犬
殺
し
な
ど
、
市
中
か
ら
排
除
さ
れ
た
人
々
を
も
含
む
よ
う
な
河
原
の
端
町
の
あ
り
方
を
記
述
す
る
態
度
で
あ
っ
た
。
　
そ
う
し
た
、
被
差
別
の
人
々
や
地
域
を
認
め
て
い
く
よ
う
な
、
シ
ロ
バ
カ
を
福
の
神
と
す
る
伝
承
や
、
河
原
乞
食
・
河
原
者
・
節
季
候
な
ど
の
芸
能
の
場
と
し
て
河
原
町
界
隈
を
肯
定
的
に
認
め
る
視
点
が
歴
史
伝
承
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
代
の
拝
み
屋
の
託
宣
に
あ
る
よ
う
な
排
除
意
識
の
増
幅
は
、
わ
ず
か
な
地
名
や
、
刑
務
所
へ
の
偏
見
イ
メ
ー
ジ
が
、
市
街
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
の
地
区
に
お
い
て
、
再
構
成
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
る
。
　
歴
史
的
差
別
伝
承
は
、
地
名
や
被
差
別
者
を
見
え
る
形
で
規
定
し
て
語
ら
れ
る
が
、
現
代
の
差
別
伝
承
は
歴
史
的
イ
メ
ー
ジ
に
も
と
つ
く
偏
見
に
よ
っ
て
い
る
。
近
代
都
市
が
早
く
か
ら
展
開
し
た
関
西
で
は
、
歴
史
的
偏
見
に
よ
る
地
域
差
別
が
見
え
な
い
形
で
厳
し
い
の
に
対
し
て
、
仙
台
で
は
近
世
差
別
の
実
態
が
あ
か
ら
さ
ま
に
現
代
に
示
さ
れ
て
い
る
。
　
差
別
伝
承
を
そ
の
ま
ま
郷
土
誌
に
記
載
す
る
の
も
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
歴
史
伝
承
を
利
用
し
た
現
代
の
差
別
意
織
の
存
在
は
、
差
別
伝
承
の
根
強
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
丁註
網
野
善
彦
『無
縁
・
公
界
・
楽
』
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
。
網
野
善
彦
『
日
本
中
世
の
民
衆
　
　
像
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
。
（
2
）
　
森
栗
茂
一
『
河
原
町
の
民
俗
地
理
論
』
弘
文
堂
、
一
九
九
〇
年
。
（
3
）
　
佐
藤
秀
昭
・
西
川
比
呂
夫
編
『
語
り
つ
た
え
　
み
ず
さ
わ
』
（
上
）
、
ト
リ
ョ
ー
コ
ム
、
一
九
　
　
七
六
年
。
（
4
）
　
新
谷
雄
茂
『
五
所
川
原
市
史
』
津
軽
書
房
、
一
九
八
五
年
、
五
二
～
五
六
、
一
四
〇
～
一
四
　
　
三
頁
。
（
5
）
　
「
津
軽
町
内
今
昔
記
」
四
・
五
・
二
四
・
四
〇
・
四
二
、
『
陸
奥
新
聞
』
一
九
七
五
年
一
月
　
　
二
六
日
、
一
月
二
七
日
、
二
月
二
〇
日
、
三
月
一
五
日
、
四
月
三
日
。
（
6
）
　
今
村
義
孝
『
わ
が
町
の
歴
史
・
秋
田
』
文
一
総
合
出
版
、
一
九
八
一
年
、
六
七
～
七
一
頁
。
（
7
）
　
渡
部
景
一
『
図
説
　
久
保
田
城
下
町
の
歴
史
』
無
明
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
、
二
七
～
二
九
・
　
　
一
一
六
～
一
二
一
頁
。
（
8
）
堀
一
郎
『
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
二
』
（
東
京
創
元
新
社
、
一
九
五
三
年
、
四
五
八
　
頁
。
）
に
指
摘
し
て
あ
る
。
（
9
）
　
高
垣
保
吉
『
大
曲
郷
土
史
』
仙
北
印
刷
、
一
九
三
四
年
、
一
七
～
一
八
頁
。
三
森
英
逸
『
大
　
曲
市
民
生
活
史
』
三
森
印
刷
所
、
一
九
六
九
年
、
九
五
～
九
六
、
一
二
八
～
一
二
九
、
一
四
七
　
～
一
五
〇
頁
。
三
森
英
逸
『
大
曲
の
歴
史
』
三
森
印
刷
所
、
一
九
七
五
年
、
八
一
～
八
三
頁
。
　
　
三
森
英
逸
『
大
曲
の
ま
ち
な
み
と
住
民
の
歴
史
』
三
森
印
刷
所
、
一
九
八
二
年
、
六
三
～
六
五
　
頁
。
（
1
0
）
　
町
名
由
来
記
『
陸
奥
新
報
』
一
九
八
五
年
三
月
二
九
日
。
（
H
）
　
「
街
並
み
一
五
」
『
陸
奥
新
聞
』
一
九
七
七
年
一
月
一
八
日
、
「
地
名
の
由
来
」
『
陸
奥
新
聞
』
　
　
一
九
七
五
年
二
月
一
日
。
（
1
2
）
　
吉
田
義
昭
・
及
川
和
也
編
著
『
図
説
　
盛
岡
四
百
年
』
上
巻
、
郷
土
文
化
研
究
会
、
一
九
八
　
　
三
年
、
一
四
二
～
一
四
三
・
一
四
六
～
一
四
七
・
一
五
二
～
一
五
九
頁
。
（
1
3
）
前
掲
（
3
）
。
（
1
4
）
　
豊
田
武
編
『
会
津
若
松
市
史
』
第
二
巻
、
一
九
七
五
年
、
一
四
三
・
三
三
二
～
三
三
三
頁
。
　
同
第
三
巻
、
一
二
四
頁
。
（
1
5
）
　
伊
勢
民
夫
・
鵜
飼
幸
子
『
ま
ち
河
原
町
　
そ
の
歴
史
と
街
並
み
』
昭
和
五
七
年
、
河
原
町
一
　
丁
目
街
づ
く
り
委
員
会
、
四
十
・
四
七
頁
。
（
1
6
）
　
前
掲
（
1
5
）
、
四
一
・
四
四
・
六
〇
・
六
一
・
七
四
・
七
五
頁
。
（
1
7
）
　
『
仙
台
市
史
』
第
一
巻
、
一
九
五
四
年
、
七
一
～
七
三
・
四
〇
六
頁
。
志
間
慎
治
・
橋
本
恭
　
知
『南
材
木
区
の
歴
史
』
一
九
六
三
年
、
市
立
南
材
木
町
小
学
校
発
行
、
七
・
一
六
頁
。
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『仙
台
市
史
』
第
二
巻
、
一
九
五
五
年
、
四
六
〇
～
四
六
一
頁
。
『仙
台
市
史
』
第
四
巻
、
一
九
五
一
年
、
四
三
四
～
四
三
五
頁
。
前
掲
（
1
5
）
、
五
八
～
五
九
頁
。
仙
台
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
『
河
原
町
と
南
材
木
町
周
辺
の
民
俗
』
『仙
台
市
史
』
第
一
巻
、
一
九
五
四
年
、
＝
二
九
頁
。
前
掲
（
1
5
）
、
四
五
・
九
六
頁
。
前
掲
（
2
1
）
。
一
九
八
三
年
。
（
2
4
）
　
シ
ロ
バ
カ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
に
つ
い
て
は
、
大
島
建
彦
「
仙
台
の
『
福
の
神
』
」
（
芝
正
夫
『
父
　
　
6
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
親
が
娘
を
殺
す
話
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
三
年
、
一
五
二
～
一
六
一
頁
、
所
収
。
）
に
詳
し
　
　
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
櫓
丁
四
郎
と
も
よ
ば
れ
、
仙
台
の
色
街
の
櫓
丁
あ
た
り
で
明
治
時
代
に
　
　
人
気
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
（2
5
）
　
前
掲
（
1
5
）
、
一
〇
二
頁
。
（
2
6
）
　
仙
台
八
十
八
選
選
定
委
員
会
『
仙
台
あ
の
こ
ろ
こ
の
こ
ろ
八
十
八
』
一
九
七
八
年
、
所
収
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
外
国
語
大
学
　
外
国
語
学
部
助
教
授
）
The　Characteristics　of　Kawara－machi（Riverbank　Towns）in　Northeastern　Japan
MoRIKuRI　Shigekazu
　　Japanese　towns　are　generally　said　to　be　located　on　riverbanks　and　on　the　slopes　of
hills　in　our　historical　view；this　paper　examines吻αc乃∫（towns）located　along　the
kawara（r∫vθ7bo！ηκぷ）ofvarious　castle　towns　in　the　TOhoku　region．　Japan’s　rivers　have
quite　broad　riverbanks　because　of　steep　terrain　and　heavy　rains．　In　the　early　modern
period，　castle　towns　were　built　in　the　course　of　river　improvement　projects．　Kawara－
machi（Reverbank　towns）of　this　derivation　display　three　kinds　of　historical　develop－
ment：
　　1．Those　beginning　as　areas　where　the　dwellings　of　lower－ranking　samurai　were
　　　　clustered，　and　today　continue　to　be　residential　areas．
　　2．Those　located　within　a　castle　town　along　a　river　dividing　the　samurai　residential
　　　　district　from　the　areas　populated　by　non－samurai　townspeople（merchants，
　　　　artisans，　etc．），　which　continue　to　be　central　business　or　entertainment　districts．
　　3．Those　that　evolved　as　fbrry　terminals　at　castle－town　river　crossings　along　roads
　　　　leading　out　of　castle　towns　that　continue　today　to　be　communities　made　up
　　　　predominantly　of　craftsmen　and　local　shopkeepers．
　　These　kinds　of　riverbank　towns　developed　as　a　peripheral　part　of　many　castle　towns
of　a　certain　size，　as　in　the　case　of　Aomori　prefεcture’s　Hirosaki，　Iwate　pre允cture’s
Morioka，　Fukushima　pre允cture’s　Aizu－Wakamatsu，　and　Miyagi　pre飴cture’s　Sendai．
　　In　the　case　of　Sendai，　the　riverbank　town　began　as　a　place　where　people　who　died
in白mine　were　cremated　and　f皿erary　rites　held．　Similar　communities　R）rmed　where
people　treated　as　outcasts，　itinerant　entertainers，　and　handicapPed　persons　tended　to
gather．　Kawara－machi　invariably　have　some　connection　with　Kawara－mono　who
（discriminated　against　in　some　way　by　society），　historically　tended　to　dwell　in　these
areas．　But　these　Tδhoku　communities　show　a　readiness　to　view　that　history　of
discrimination　a伍rmatively　as　a　source　of　local　color　rather　than　attempting　to
conceal　or　cast　it　aside．　The　situation　in　such　places　is　quite　dif丘rent　than　in　western
Japan，　where　discrimination　was－and　still　is－very　strong　and　concerted　efR）rts　have
to　be　made　to　eliminate　discrimination．
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